
竹炭に関する研究第 1 報
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1 緒 Eヨ

ネマガリタケは北方山町に築茂して，治林，開室長，放牧等l亡大きな昨仰を与え，林".!/.ミ経営上

の癌とまで、称されているととは周知の事実で，今後浩林rI'i川IÎ汀f花1

ける林木のt操無育手入J上1-.二治か通らも，その取り扱いと処F訓訓n切の 1問!可q題21り〉は， 一段の考慮が払われなけれ

ばならぬとととイ言やる。

笹:!f1iは更新が容易で、蓄fJ'iが極めて多い町13)14) のにもかかわらや，刈取， 運搬がすとぷる問

要lfなため， その利)1)は遺憾ながらはなはだ不問畿でパルプ化の研究以外7mm16)17〉18 〉10〉， ほと

んど未利用のまま刷みられていない。との莫大な有者資源を前川するととは奥地林の開発，木

材禾Ij川の合理化等p 単に林主上の!'Jf.十件jのみにJl二らや，生産増強の必要に迫られている国家的見

1) 赤沼試験地主任 2) 林産化学部林産製造科木炭研究室
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地からも緊急1~T~iたtr::裂する/lU閣ではなし、かと d山.nせられる。 そこでとれが利川の一方法とし

て p 現地でとれ等をと決化し生産物の高度利川をはかったならば，土地的条件に{llIJ約されるとと

も比較的少なし奥地でしかも小fló悦に実行するととができ，方法如何によっては将来性がる

るやに与えられる。竹材の炎化については従来その成絞の見るべきものなし特に触媒を Jl J い

ての乾冊中』!?巣は全くその例を IllJかないので，学術的lに亡もはなはだ興興\1味材味ミある/!川!パ川!りI日l題週でで、はない古か込と J

われる。

ととに本閣を捉えて発友せんとする所以も林業経営の立体的運営に幾何でも :~f与せんとする

にほかならね。

以 1-の 1 Ii'I'Jから昭和 23 /'F以降林業試験場浅川分室で、行った竹村の乾Yff{， 竹災，竹内日液，竹

タール，竹カ‘スの性状p 性質について訓査した経過の一端を報背し，大方の御批判を乞う火活

である。

本試験を進めるに当って，つねに iXjJ指導と iXjJ鞭縫を賜った当時の土砂長 長谷川博士，種々御

11))言を説いた立木腕球技官，岸本定吉J之官p 試料の入手について待p尽力下さった秋山営林局毛

店内営林君高坂嘉一郎氏，また，;式験;iUH!H亡例]支援と御協力を断った電気試島知íJî・の斎藤虎男氏，

並び、に日本光学株式会社塩見技f:rlî，経Ijf山l1l)J ::IJ を煩した松/ìf，jni{ /iLJ 011技'Î\'~l立ぴ、に fiJf究室の各位に

対し深〈感謝の立を表したい。

2 試験方法

un 図 vc示すような内外特熱式乾溜レトルト (a ， b の内 >{ì;: を炭火でi!担当 i乙加熱するととに

よって，炭化速度の:lbJーをはかる)で，触媒両yiを附 1i1， した1/'型試験装世を川い， 1 恒lに約 30~

J荒波æ;~孟 !当夜}苦宣 収!t\.E: 泊予言~冷却曇:r-!l骨膏主 鰐;t{1É WZ;晋主

Jfo~ 
第1 図乾溜・蒸溜装置図

Fig. 1, Plan of dry distiIIation apparatus. 
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35kg の竹村をレトルト内にいれて， 下'l\MJ 込らjJfによって治u主を与え，なるべく ï;fiìfif ;iili Iltが一

定するように調節しつつ 7~8時11 1]で 420 0 C (故高治U10 I乙速するまで力JI熱した。

:申立i悶iKii.J1tは，レトルトの上部とド部並びに触媒協のi[t心部へ熱電対を押入して iJ!i!i/;，l した。 m

/1 11物の冷却作は!字さ 0.3mm のfj~lí:鉄板製で， どさ気冷却により分離する主ft タールを分離片品で

捕牧し，竹間i夜たよびカ、スは長さ 6m のノ']\J合蛇作を@じ凝縮させて採llx し，不従前iaゴ:ガスは布il

.lI)J:燃料としてレトルト加熱l乙使川した。触媒は 1 cm� 1:立状のものとし，位i日71跳存世の 1/4 本

を充J員し，反応i毘度がつ

ねに 400 0 C を保つ条1'1'

で実験した。な ~-"~'ç 2 , 

2-1 図は小型!乾[習試験

装世で. !/、?に Yffl 11\物景の

精神f比較と，竹ガス分析第 2 図的~\媒乾溜装置

A 乾溜緑'~ B 触媒纏 C 冷却itif
Fig. 2, Plan of dry distjllation 

apparatus with catalyser. 

第 2-1 図乾溜装置

Fig. 2-1, Plan of dry distillation 
apparatus without catalys号r.

のためにイ'J1!川し，とれば

4~5 時I/ 'dで ~O;之高 m 度

(420 0 C)ICJ主する。また触媒は 0.5 cm3 の粒状となし，電気炉で温度を調節した。

3 f共試竹材

著者ー主事が沈験の H的とした対象は p ネマガリタケとアヅマネザサであるが，比較のため下記

の試料をfJf:せ実験した。

竹柏 学 名

ネマガリタケ Sasa ρσniculata MAKTXO et SIITBA'.l'λ. 

アヅマネザサ Pleioblastus China MAKT:NO. 

モウソウタケ Phyllostachys edulis A. et C. RrvTEHE. 

マダ ヶ Ph~llostachys reticulata C. KOClJ. 

ク Phyllostachys nigra MmalO, var. Henonis 
恥L\lUNO.

ハチ

カンチク Chimonobambusa marmorea MAiU.KO. 

産地 官li 考

a長野県福島蛍林署林i児プ十50?1)，
、ノキ 40%

{毛馬内営
b 秋田県(林')l;.大湯 M抜 680mの立

l 国有林 地産

東京都下横山村
林業前喰場附属地
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1主;j:;-木材詑i習と比較する意味で，コナラ (Quercus serrata TllU}m) 材について行った成

東京都宮城内

幸吉も併記することとした。

各種竹材の合水量はネマガリタケ 37~40%，アヅマネザ、サ 30~35% ， モウソウタケ 35~

40% である。

4 本試験に使用した鯛媒

触媒の発見と利用は化学水準の最高を行くもののーっといわれp 従来常識的に不可能とされ
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ていたような化学反応がとれによって行われ，現在加1;密度(1句に続々と工業化されつつあるもの

の多い現況にあって p 今後との方[J'fîにたける触弘Eの役割は注目に自立するものがある。われわれ

の分野に最も近い石決工業にむいてガソリンの生成に Ni ， CO , CU, Th, Ir, Mn, Zn, Fe 等

が使!げされているのは周知のとゐりである。工業月l触媒として経済的な物質が要求されるのは

当然であるが，特に木村-XjliY.ft!の場合は前性度が大で低廉であり p 反応.iML度が比較的低i置で作JJJ

するものが望ましい。

筆者等1) は戦時中 p 広こ:N;粒Jを乾刑して排出される瓦斯を接触分解し，軽í1iEa分とアセトン p

メタノールを抽出する紘一恕のもとに触媒の種類と接触条111つにつき検索した結果，オ三次を主剤と

しとれに K， Ca， Mg 等の次回交塩知を加え，なゐ長WH史川によるl[攻化防止のため若干のセメン

ト，陶土を混じて湿式により股二fヅ|予としたものを乾滑降へ也事古した触媒筒へ詰め込み ， j毘度を

400~450 oC I乙保ったなかへ位計百五3析を導入する方法を考案し p 自宅許可~ 149599 号を件た。

一般に石長の低温乾間等に }IJ いられるとの腫触媒は高価で、あるばかりでなく，触媒悲により

似めて寿命が短いのを持泊とするが，本触媒は茨分を主休とするから価絡が低廉で ， ifî性は比

較的遅鈍であるが， 操作制度の [[1が広くて吸い易いのと，使川後高温のままで空気を法入する

ととにより操業中に|吸着した IIT燃性瓦斯の燃焼によって夫雑物を去に日ら性能を jllj f支する利

点がある。本触媒を使川するとタール全量は幾分減少するが ， i~l~lJ.が下り，軽fT化して 200 0C

以下の溜分を増し，酸度とピッチは著しく減少する。また f干j並木門店液と称せられるものの1[ 1 に

合まれている酷酸の大部分がアセトン化すると同時に p メタノール合]rl:の多い原液が探牧し件

られる。本実験で、は上記の触媒をそのまま竹材の乾滑に川い p 常二i呂;位、溜川との比較を行った

ものである。

a 普通乾間と触媒乾Yff{の比較

i 溜出物の量と性ft

5 試験成績

}独4iwtitiにおいてil止も虫裂な .'.I， Î， V土反応制度であり，実験の品川.~ 400 óC 前後が故泊jmu支で，

より低温の場合はf由化率は大きいが，タールの粘調'[;!.:i7r強くなりピッチを増す等干fjt過半?と滑に近

い状態を呈する。とれに反し高温1に過ぎると分・解瓦斯化してJ出向率を減少し p したがって軽質

化する。![:，\ôに乾溜最盛期に沿いて触媒泊Lr，立を it昼間i亡保っか否かは， 4xw: と性質に及r;fす影響が

大きいから 11:立を~する。

松間品l度と YffllMil:並び、に比重の関係は p 可'~3 ， 4 jテよび 4-1~4-4 閲によって 130 0C ，

170 oC , 220 oC , 270 oC の 4 段附あるととが知われる。 第 1 去でみるように竹間液の牧量は

40~60% で，比重は普通乾問の場介はアヅマネザサがp また触~~n，吃附した;場合は1.002 のモ

ウソウタケがj止も小さく p ネマガリタケ，アヅ‘マネザサは同じ位を示した。限度は NaOH 法

による両日恨の定量法によって定量した対処，件jffi位溜ではモウソウタケが 9.68 ， アヅマネザ
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第 1 表 普通・(独媒乾溜溜出液の比絞

Table 1. Properties of distillate of dry distillation with and without catalyser. 

l京 液 (竹酷液) タ { ノレ

樹 股! 収得率 l 比重悶C) 1 酸 正-1 .~-得手 -1 ttiC;記「

|普通乾倒的1慨溜|普通乾溜l触糊媒乾溜|普制通乾醐溜i陣触雌媒乾溜|同普通乾溜阿陣.鵬媒附乾溜惜|陣普通乾捌溜判1触媒捌蜘車乾lZ;
予%古~.1) ~(:; i % ¥ 

ネマガリタ| 62 48 1.020| l.008 1 5.711 2.59 3.2 | 3.o| l.084| l.om ケ(生材) U..:::.. "-tu 1.VL..V I 1.VVU  I ";./1 I ":::".'-'7 .........:::.. oJ.V  loVU'T j 

アグマネザ L. ") A n , n , L. I 1 (¥{¥O I " C'� I ') O L:. ') CI 63 49 1.016 I 1.008: 4.52 I 3.86 I 3.8 I 1.050 サ(生材) VV  -<7 . . V ' V  I • . VVV  i .'.v~ v.VV  V.V  

モウソウタ I 62 I 日 I 1. 030 I 1.∞2 I 9.68 I 4.27 I 4.0 3.8 
ケ(生材) I V~ vv  I • . vvv  I 

マタケ(生
材)
コナラ(気
乾材)
プナ(気J乾
材)

55 46 1.020 1.011 I 6.26 I 3.46 3.5 

43 39 1.040 5.0 

44 39 1. 05 コ 1.021 I 11.32! 4.94 I 9.0 
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第 3 図 アグマネザサ乾溜温度と溜出走の関係 第4 図 モウソウタケ乾溜温度と溜出量の関係

Fig. 3, Dry distillation tests of AZUMANE- Fig. 4, Dry distillation tests of MOUSOU-
TAKE(green wood) Relation between temp_ 

and amt. of distillate. distillate. 
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第 4-1 図 ネマガリタケ触媒温度と乾溜i昆度 第 4-2 図 ネマガリタケ乾溜温度と溜出量の

の関係 関係 (3 ， OOOkg)

Fig. 4-1, Relation between temp. of 
distillation and temp. of Catalyser of 

NE乱1AGARITAKE.

Fig. 4-2, Relation between temp. of 
distillation and amt. of distillate of 

NEMAGARITAKE. 
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時間

第 4-3 図触掛;分解乾溜三(ノ、チグ) 第 4-4 図普通1{f;:溜(ハチグ)

Fig. 4-3, Dry DistiJlation of L-:lACHIKU Fig. 4-4, Dry distillation of HACHIKU 

with Cataly品巴r. without Catalyser. 

羽 52 56 70 74 首位 ôG [0 

第5 図 乍マガリタケ低切11点泊分劃&1蒸溜rttl秘
触媒分解 Ct七草 0.873 150C) 

Fig.5, Fractional disti1lation curves 0; low 
boili口g fraction of NEMAGARITAKE with 

catalyser. 
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第 2 表 竹酷液精「溜試験結果

Table 2. 1ミ号sults of distillation of bamboo 

vlnegaτ. 

~850C 850C~950C 

樹 極乾溜別初]溜(原液に対し)(1'京液に対し)
% % 

|占日ザ I .~oCI 
|普趨 149 -, 0.8~ 1. 7 4.7~1 1. 5 

ネマカ、リタケ l 同 l 
!触媒 35 1 2.5~4.0 15.0 

|普通 47 0.2 20.0 
7 ザマネザサ一

触媒 35 4.3 16.6 

ウゾウタヶ普通 40 0.5~0.9 11.0 
触媒 32 1.6正 ~2.2 9.0~!2.5 

第 3 炎ネマガリダケの低ìVIJ点泊分のアセトン含有量

Table 3. Acetone contents of low boiling 

fraction of NE恥1AGARITAKE.

アセト
直樹乾溜別比重ン含有 備 考

25 0 C 率%

普j且乾溜 0.855 14.13 測定法は lnerringers
ネマブ1j': J;::!J-Ll..!.'t'仡 j:::t::j '-'0 '-''-''-', "..  "'-'1法による

リタケ|削!煤乾溜 0.824 32.11 1広葉樹触媒乾溜のアセ
ン含有率は 45?ó

サは 4.52 で投小であったがp コナラをj触媒分

解した引合には著しく少なく 1. 88 ， c:jくにネマガ

リタケ，マグケ，アヅマネザサの)1自序であった。

タ_)1.--の~士率は木村では許通 5~7% で， rl'でも

刊にプナ材にタ{ルの多いととは周知のとゐり

であるが.各竹村は 3~4% であり，木材よりは

少ない。比Æは竹酷;夜の場合と I ， ;J様触媒で分解
L__L_j__Jー_l__lームー」ょ---'.一ー

6Z 広c:む刀担:. 70 T3 80 位弘ピ );吃附するととによってタ{ルがi怪買化している

努6 図ネマガリタケ低測点泊分割市11蒸溜曲線 ととが窺われ，アヅマネザザーは竹間液J タール
普通乾溜 (比重 0.922 15'C) 

Fig. 6, Fractional distillation curves of ともに軽いととが判明した。以下各項につし、て
low boiling fraction of NEMAGARI. 

T AKE witho."t c旦talyser. j"キ.速する。
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竹田i波のtcr守i習試験

をともにネマガリタケを普通乾冊、ìf~びに触媒分解乾溜して得たf止が1\点泊分(初間~85 OC) 

分冊m:を Jf:x.りつけたフラ1ml去?Wl l_， ， 前者の上l::11tが 0.922 ， 後Jfが 0.873 である各，i.え料を，

で冷却捕j伐の方法によりフラスコヒーターを JIJ いてリーピツヒ(長さ 40cm)スコにいAL ，

6 図に示すと必りで，普通位滑によった試やlほ初刑制度i向く，大部

触対1:分'解

割問蒸刑した結果は第 5 , 

分が 64~68 oC nfHこ溜 11 11 し ， 700C J_j，_I二は強りの少荒が徐々に継続するのに反し，

したものは初滑点が低〈
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I亡

とれはうYifJ平によって

58~700C 

至る i官分が多い。

メタノ -J~の f11: を増したと

その様子は図によって明ら

竹タ{ルの'l"t 'Gt

アセトン，

カ込で、あ;中。

11 

とであり，

~ít :?f'等は長野県産のネマガリタケを

2叩ピ

タ{ノL劃ìFW.蒸溜曲線ネマガリタケ普通乾溜

(比重 1.042~1.060 150C) 
Fig. 7, Frastional distillation curves of NE. 
MAG ARITAKE tar: ord, dry distillation. 
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第 7 図

第 4cj受ネマガリタケター }C の溜出 (1m度

と比重

Tablε4. Temp. of distil1ation and spω 

gr. of distillate of NEMAGARITAKE. 

温度。C 比重 (15 0 C)

初潤~150 1.041 

160~ 190 1.041 

j 90~200 1 .050 

200~2 10 1. 054 

210~220 1.06己

220~230 1.070 

恥2ω1.081
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ター JL-劃Jiri?l蒸溜曲線アグマネザサ普通乾溜
(比重1. 060 20oC) 

Fig.8, Fractional distillation curves of AZUMi¥: 
NESASA tar: ord, dry distillation. 

L__l '--J 

lEU 却問 白日 2噌 26 

第 8 図

L__l1  

旧日 200 220 .品目 1ω 由日 C

第 7-1 図タ{ノL蒸溜曲線

ネマガリタケ触媒分解

(比重1. 070 150C) 

Fig. 7-1, Fractional distillation Curves 
。f NEMAGARITAKE tar. 
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使)IJした場合，収率 3~4% のタ{ルを得たが， 森I，'{í]男氏は北海道産のネマガリタケで 6.55

%，クマザサ 4.89% の成献を得ている。とれは形状も異なり特l乙北海道産のものは I勾似の関

係で11士得荒に影響あるものと考えられる。北重は竹極と乾ì~1司法によって多少の4'11泣はあるがp

大休1.050 ~ 1. 090 の範囲で、水分の分離は1:1(1郊である。

1 凹謀、frW した比重1.060 (15~20oC)のものを電気式フラスコヒ{夕{で p リー 1: ツヒ冷却

掛 (40cm) 付 250cc 存，~交付フラスコにより各制度別に分間したが;県は第 7 ， 8 図 :t_;- よび第

13 表(附表一覧表参加)で，第 4去はネマガリタケタールの間川制度目リ比重を示す。 ネマガ
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第 9 図 タ戸ノレ蒸潟曲線
モウソウタケ，ハチグ

混合普通乾i留ダ{ノレ 比重1. 060 (20oC) 
Fig. 9, Fractional disti1lation curves of 

bamboo tar. 
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第 9-1 図 タ{ノレ蒸溜曲線
モウソウタケ (比重1. 056 200C) 

Fig. 9-1, Fractional distillation curves 
of MOUSOUTAKE tar. 

第 6 表 竹乾溜泊の性質

Table 6. Properties of dry disti1lation 

oils of bamboo. 

第5 表 コ F ライト (f反称)の灰分

Tabl巴 5. Ash contents of coalites. 

種類 1平勢分|備 考

モウゾウタヶ 2.11 触媒分解
蒸溜温度300 0 C 以上

普通乾溜
か 2680 C 以上

普通乾溜
か 2800 C 以上

ハチグI 3.68 

カンチグ I 4.70 

12 

フ:'5' IU 

第 9-2 図 タ{ル蒸溜曲線‘マダケ普通乾溜

Fig. 9-2, Fractional distillation curves of 

MADAKE tar. 

第 7表 絶縁泊試験結果

Table 7. R巴sults of tests of insulating oils. 

|溜分|体積固有抵l
種類 10c|抗。一cml

ネマガリ 80~260 4 ・ 80X 107|JES2320 による絶縁泊
タケ泊 |測定

ノ、チク泊 80~260 1 似 l伊富極直流 1∞V 叩加測定

木材乾溜1由 十日コ~260 1.75xI08 広襲樹乾濁泊分
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ワタケは 150 0C から 190 0 C までは徐々に p 以後端!立のI::.，}j'ーにともなって溜量を榊し P 広葉

樹材の分、府 1111純と同様に 2000C~2200C に至って段高となに とれ以上は温度の上井とは逆

に減少する。またモウソウタケ，ハチクの恭滑 1 1I1 ;fJ~は第 9 図のとゐりである。一般に恭i官山後

は JIi色で刺快jjさがあり，時líiJの経過とともに白動般化主合し，酸主主よびアルカリには極めて不

安定でるる。 j二百己ネマカ、リタケ，アヅマネザサの初出から 2200C までの乾iWfi山分・の物正111，的性

質を調査した枯洪は第 6 表に示す如 1 < ，月虫媒分解乾滑によったものは比重軽く酸価は小さい

が，沃度価がえで，二1妥結合物't'iの多いことが判lリj した。

ネマガリタケ，ハチクの一位i1WiliIは木村\'izl1W ith と I ， ;J様，絶縁油としては電気試験所で訓査した

結果ijH 去のとゐリ使)1]に辿さないことをj、11った。またネマガリタケのピッチを fl 本光学株式

会社でレンズiiJf牌川に試川してみた市古巣，オ木壬夕一ルヒピ，ツヂよ iり]も i混毘肋l度支作}川|けHに乙よる a臥艇削~I皮主の変化が

大でで、，艶 l山1\ しにiぷ寺剖Ií川iH川iりl ををf 要する欠，1，1以.\(

り1) , その 4火1(匂〈己う分}-は第 5 炎lに乙みる k如如l川lパく 2~49-6 でで、あるが， 1:蒸芸古市刑f耳'11温且即!皮支や牝i沼湘存仰l法によつて具-なるととは

勿論で乏る》る。

b 炭化過程に沿ける竹 C 

材のJljc新i
Aの宵 rw

炭化過程にむける JI支部iに IO~:π 

ういては未知!な草加が削る Bの角印
E二コ 10.

多いので，筆-!'í'均等は呉方
15" 

Cの方自

[I'JJI士事前の状態， i!日皮と滑tI\
亡二コ 10 “
'5. 

成分・との関係，発生ガスの 第 10 図試片の取り方
Fig. 10, lVIethod of coロversion

呈色反応等につい℃の調査 of test pieces. 

第 11 図 モウソウタケ炭化過程にお

げる収納111線
Fig. 11, Contraction Curves on 

Carbonizatio口 Course.

を行うため， 人-径のモウソウタケを rì.え料として出 10 図のような試験片をつくり， 市首lから

4000C の炭化終了までを 2.5 時IlIlの割合で;DI~ [jíU:.Hーさせ， K. B. S 装置(石炭の俳融点i!!l l定

装む)を応川して i!!1比した示/i ~~ , t(~ 8 , 9 衣，消 111疫のh\i; t:[(を得た。とれによるとモウソウ

を
て
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第 8表収縮成績
Table 8. Rεs'~lts of contraction. 

モウソウタケ 18.1 ~400oC 2.5 9.5 18.0 21.1 

タケのA方向は 320 0C 附近 p

23 

第 9 表 収縮時における温度と成分反応
Table 9. Temp. and color reaction during ∞ntraction. 

(フルブロール) (アルデヒード) (アルコ{ル)
酷酸アニリン反応 7.:r.. .-リング反応 Diazo 反応

一一「一丁一 I 一下一一
(J 100 2仁 o 3UO 4UU U 1以) 2UO 30U 40U U 1UO 2UU 300 4UO 

試料|

モウソウタケ
2.:rJ 340 250 350 220 3釦

(7 エノーノレ)

五ι唾亙r，c;
1 1 1 o 1UU 2叫 300 剖O

220 却。
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ともに大きい。呈色反応についてはフルアラールを多量に合作している関係上j 限度アニ lj ン

反応は 2200C~3400C のIi\JI亡現われ， 220oC~400oC まで塩化鉄反応を認めた。

c 竹Vl間決の性質

1 )民ltiR

ftj\料を予じめ 100 0 C で 30 分jnJ~1吃燥後ピクノメーターを使川して 25 0C fc j6-ける毘比lTlを

iJli!j_Lした。前 10ーァ1 炎は各々 3 Ipli!l1lJ.ëの -'1 三j:~Jfi立を示したもので，一般に小さい事実をう:11つため。

第 10 表 ・乾砲による各商竹炭の性質

Tabl 10. Properties or .various bヨmb::m charcoal of dry distillation. 

樹 fITl
同 I #-"', I... ..J=: i 水分収炭率百平沼官民分間二百着火点爆跳立消程糊度

% % cal cal % 0 C 

ネマ ji り3<ヶ 5.80 20 6.615 7.022 10.0 0.37 305~310 有 ヰ喜

アヅマネザ IJ- 6.87 18 6.846 7.351 6.8 0.47 295~297 有 有

モウソウタケ 7.69 23 7.191 7.790 8.1 0.44 Jn~ 無
、r ~ ケ 7.91 23 6.562 7.125 5.8 日E 虫干、

第 10十 l 災 竹l丸木炭の比重上ヒ佼

Table 10-1. Comparison of the sp色cific graviti白

of bamboo and wood charcoal. 

碕 海1 10そ 別 I生比重 (250C) 

モウソウタケ 卜{IZ !グ￡ 1. 39 

宍r 担 ケ " 1. 23 

ネマガリタケ /J 1. 17 

コ ナ フ 日 1.53 

11 憶え 1. 42 

第 10←2 茨 竹乾潟/iJ<:による空気l吸着危

Table 10-2. Air absorption quantities by dry 

distillation bamboo-charcoal. 

極 矧 |炭別|肱|回数|切Fi 円安F
モウソウ F ケ i乾溜l実|無処理 9.58 8.03 

ヵ 11 I 7∞。C 10 11.38 

ネマガリタヶ. 11 無処理 9.09

ケ 1， i 7∞。C 5 11.50 

"' 3<ケか 17000 C 10 8.80 7.80 

か[ /，γ19∞oc 5 11.98 

アグマネザサ| ク |無処理1 ー 11.50' 7 ・ 90
か|か 1 6∞oC151 1338 

か '1 '1700oCi 5114.308.95 

コ ナラ l白炭|無処理: -=-I 7. 叫
か |黒炭I 11 

I - 1 6.70! 

備考:吸鷲，脱着量は 19 当りの cc

Q
ノ

Q
ノ

Q
ノ

O
J

7
4

〆
。

4
4l

l

 

なゐ比較のため牧野氏調査，)に'よるコナラ

:没の数値を掲げるととにした。とれwの給月L

からコナラの1'1;災は応決より大きし とれ

と比較した竹位ifl決の民比主はいやれも小さ

u、。

2) みく 分

一般l乙竹決は木h~{て比較して茨分・が多

い:l) .j) 。 岳災の11'"均 O.91~3.80% ， n::'-Æの

千j:~J l. 04~3.66% ， 乾滑炭の 0.97% に対

して竹乾淵Z;~は 6~10% で，とれ等の傾向は

2fÇ1O去のとゐりである。また木哉の次分は

)(1'-;1\分が K， Ca であるのに対し，竹次はヅ

ーグ，珪酸の多い点が特徴でへ とれ等の竹

茨分は今後の研究問題に属する。

3) 空気吸着

竹き誌は木友に較べてい歩、れも空気吸着量が

多く，活性化したものはさらに多くなるりの。

その状態をみるにい十れも約 15~20 秒間で，

大字を吸着しそれが 2 分間でほとんど一定値

に達する。牧野，篠原雨氏5) が浪I!定した装置を参考とし行った結来は第 10-2去に示すとたり
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で p 比較のため掲げたコナラ炭の値は牧均二氏制査5) によるものでるる。

4) 発熱)11: 8 )

燃研式カロリメーターで常法により測定した私~í~~~ 一放に竹実は木一次よりも発熱量高<，モ

ウソウタケが特に{憂れた数値を示した。

5) 詰大li~、

着火点は f:rf rfl氏めの方法により測定したととろ 2900~3100C であった。

6) 熔跳， ::,,'c1fll 

モウソウタケ，マダケ p ハチク決はr.11:~9E ，立泊がほとんど起ら友いがp ネマ力、リタケ P アヅ

マネザサは多い1tfì '，" Jがある。

7) 明度，存も!t_iT(

硬度は三illì式二本;炭印度計により表皮n'IÎ を ;Wl定した結果，ネマガリタケ P アヅマネザサは 6~

7 で，モウソウタケ p マダケは 14 を示した。容積重のiJ!IIJëは木表比重計によった。

上記の奇，'iJj~rまよr~ 10 去に示すとたりである。

なた乾市l竹没を IJS(料とした活性炭についてはりの (日林誌 32-5 (1950)，日林誌 33~6(1g.

51) 参JfH) 後日詳細|発表の予定で、ある日

d 竹ガス分4仔針i:!:l~

電気加熱による小~'!乾沼装置(第 2 ， 2-1 図)を使用し， Orsat 法でネマガリタケ，アヅ

マネザサについて各市1度別に CO2， O~ ， CO を測定した結果は第 11， .12 去のとたりである。

CO ガスの吸収液は塩化第一銅のアンモユアì#取を}cjj いた。

表で IIJjらかなようにアヅマネザサには O2 が多い傾向があり，各消印jりに測定してみると P

300 0C 首可後カ{ CO2, O2 , CO ともに多い品ii}l~ を千1;}.j(こ。

第 11 表 ネマガリタケ乾溜瓦斯分析結果

Table 11. Analysis of dry distillatiol1 gas 

。f NE乱IIAGARITAKE

CO2 ' O2 1 CO 
備考

第 12 表t アグマネザサ乾溜瓦斯分析結果

Table 12. Analysis of dry distillation gas 

口 f AZUMANESASA. 

分析 i COo' 00 CO 1 
前度 I "--''--';& '-'2 "_''-..J 備 考

。 C I 9i ?/o ?'d 

Ol_ O/_ 0/ 
/(j ノU ノυ

34.0 

36.0 

24.0 

18.0 
ん
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f
o
n
u
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臼
円

u
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n
J
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ウ
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4

4

4
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3
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門U

円u
n
U

0

5

0

5

0

 

勺
ノ-
n
/
臼
勺

U

つ
ο
A

吐

i.4 21.0 

1. 8 28.6 1 , 

2.8 29.3 ,') Orsat 法による

1.6 22.8 1: 

0.6 121.9lJ 

35.0 : 1.6 i 18.6 
v 1 ' • v 1 'v. v 1" Orsat 法に

34.0 1 0.8 1 10.8 11 よる

400 I 1.96 1 0.41 16.0 

李詰 J(36~め I (0.6)1(20.0~47.5) 
守 :L. t自主

6 結 モ吾
首

わが国山野に自生のネマガリタケ~主とする未利fJJ竹資源のi2iJJjをはかるの詮は，その叢生

する地理的関係からみて，第ーに搬11\費を軽減するととであり，第二IC は小規投:で可能な施策
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第 13 表各極竹材乾溜

Table 13. Schematic representation of dry 

原 溜結果

種 類|乾溜別|原 ir1J電
(詩型に) I 比重

ì'rlr 蒸

初J ì留 l 玉;ぉ;三 1 I 印ちmuc!?言語ti7同tilト
パ対し II(原irrrに対し) \対し): \対し j。C

ネマガリバ!普通乾溜 l A 1 ・ 081 ~0 ?i ?-� ?,& 
83~90 6.5 8.6 43.0 24.25 

ケ tI触媒乾溜 3.0

( ，普通乾溜 3.8
アグマネザ)

サ l i 触媒乾溜

モウソウタ f I 普通乾溜 4.0
ケ l 1 触媒乾131 3.8 

1.058 

1.050 

1. 09 コ

1.056 

74 

90 

68 

コ ナ -Jj 普通酬 5~6 1.074 92 
ブ II l'酬乾溜| 4~5 1 1.052! 日7

備考: コナラは比較のため掲上した

8.4 10.8 35.6 

3.2 6.0 21.0 

3.7 8.7 24.3 39.0 

7.2 38.05 12.25 20.5 

3.0 4.0 17.0 37.5 

6.7 8.6 36.4 43.0 

によって 111来上った産物を高度に利IiJするととであって，それには決化法により Volume が

25% 以下となる竹決をはじめ，決化生成Ij0Jの'["t'lT を究めてそれぞれの川詮を開拓するととに

あると考えられる。

竹批は上述のと 1去り木炎とは甚だしく異なった特性をもっているから1m2〉 P とれをー塊の-hi

として満足するとと友く ， irî'['全米にまで、Jm工して価航づけるととと，竹酷液，竹タールはパルプ

化，その他の工業問料方而へ関連性をもたせ，合翌日的な利川を企図するととであって，今後ili林

同i1'ii'が国}j'tJ~. ,JK.w'i (1'0に増加!の傾向にある時に際会し，林業と術接不可分の関係をもち，しかも

ほとんど無尽械に近いとれ等のド何千笹知を浩林事業と結びつけて経済的に変i糸川するととを

三1-Jえ，決化法によって介法的に運営実施するととは法山村にゐける刷業として有立美であるば

かり Tなし刻下の念務としてわれわれt可決せられた近大な使命でもあると信やるのである。

本稿では竹材の乾間と，その生成物についての'[1t'l'iの一端を述べたに過ぎないが，土窯によ

る竹村の決化もづ l続き研究q，であり p 今後とれ等の関係を究明する上に幾何でも征11参おーになれ

ば望外の幸でdうる。
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その他

宇野昌一・竹材の性質と其の利用 rJjヶ際 (1940)

中元藤英:竹の利用と兵力日工 丸善 (1948)
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For utilization of bamboo “NEMAGARITAKEぺ which grows on the hilIsides 

and fields naturally, it is important first to reduce the cost of its transportation, 

;:,ncl seconcl to utilize the products as highJy as possible by small scale manageｭ

ment. For this purpose, carbonization should be performed, the properties of its 

products such as bamboo charcoal examined and their uses èevelopeè_・ As bamboo 

chr.rcoal differs greatly from wQod charcoal in its pr.;:)perties, it is preferable to 

use it as an active carbon and to utilize bamboo vmegar and bamboo tar in 

combination with pulp manufacture. In future, cultivation area may increase, 

and sasa has a c10se relation to forestry , with its quantity abundant and its 

elimination necessary. Therefore, carbonization should be performed in the farm 

and forst villages, and the investigation there-of depends upon our efforts. 


